
☆平成３０年度☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

ＹＵＲＩＫＡＧＯ通信

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆《３月号》
Ｈ３１．２．２２ 東京ゆりかご幼稚園

生活発表会から見える日常
生活発表会には大勢の保護者の皆様にお越し頂き有り難うございました。皆様

の温かい眼差しと大きな拍手により、子ども達も存分に表現できたことと思いま

す。お子様が入園されてからこれまでの歩みを振り返り、大きな成長を感じて頂

けましたら幸いです。

生活発表会のねらいは、これまで築いてきたお友達や先生との関係を基に、劇

遊びや発表に向けた取り組みに主体的に関わり、楽しみ、互いを認め合い、クラ

スで共に創りあげる喜びを感じることです。

劇遊びの導入は、担任からの「この劇やろう！」で始まるわけではありません。

日常接するくさんの絵本や紙芝居などから、子どもが興味を持ち、ごっこ遊びに

取り入れたりする姿を見守りながら、ゆるやかに劇遊びへと発展していくことも

あれば、逆にクラスの普段の遊びの特徴から、それに合ったお話が選ばれていく

こともあります。ですから、劇ではあるけれども、どこか日常の遊びの様子や生

活が垣間見えたり、友達同士の人間関係まで見えたりするのです。それが「生活

発表会」と題している所以です。

劇の中に出てくる歌も、特に年少、年中などは毎日生活の中で歌っている歌を

アレンジしたり、季節毎に歌っている歌を採り入れてみたりと、普段から親しん

でいる歌が多く聞かれたかと思います。

発表会を迎えるまで、子どもたちは劇遊びや劇作りに、様々な形で主体的に関

わっていきます。普段、遊んでいる外遊びがそのまま劇の題材になり、劇で歌っ

た歌や踊りを実際に森の中で歌ったり、森での遊びから劇のストーリーが更に膨

らんでいったり､､､というクラスもあります。このように、様々な形で発表まで

の過程を楽しみ、遊びや生活の中に劇遊びが浸透していきます。皆さまにご覧頂

いた発表は、こうしたねらいと過程の上にあります。

保護者の方の立場になると、我が子が「台詞を間違えないで言えていたか」、

「踊りを間違えないか」等に意識が向いてしまうかもしれません。しかし、それ

は幼児期の発達にとって実に小さな事です。むしろ、これまで頑張って取り組ん

できた姿を認め、讃えて頂けましたら幸いです。

道具や装飾も、みんなで協力しながら作りました。 森のステージでも劇遊び。

豆まき会 お部屋で豆を食べた後、園庭に集合。節分のお話しを聞いて、いよいよ

豆まきのスタート！ 年少、中、長、それぞれにいろいろな鬼が現れました。みんなで

力を合わせ「鬼は～外！」。段々と弱っていく鬼に、担任が「豆がら」と「柊鰯（ひいら

ぎいわし）」を見せると、鬼は降参。すると「福の神」が現れ、みんなに福をもたらして

くれました！みんなの心の中の鬼もいなくなり、１年間元気に過ごせます！！

カエル池では･･･
カエル池には毎年恒例の、ヤマアカガエルの卵塊（ゼリー状に保護された卵の塊）が沢山

見られます。雌のヤマアカガエルは１年に１つだけ卵塊を産みます。また１つの卵塊には

１０００～３０００もの卵が入っています。産卵までは水底で冬眠していて、毎年複数の

雌が示し合わせたかのように起きてきて集団産卵をします。産卵後はまた春まで冬眠をし、

卵は約2週間で孵化しオタマジャクシになり、カエル池が一面黒く染まります。5・6月頃

には小さな蛙の姿に変態し、沢山の可愛い蛙たちが山にピョンピョンと帰って行きます。

そして2～3年かけてようやく成体の大きさになります。

子ども達はこのゼリー状の卵塊をそっとすくって、初めて触れる感覚に驚きの表情を浮

かべます。おそらく一生忘れることのないの感覚と共に、無数の小さな命が宿っているこ

とを知ります。いよいよ生き物たちが動き出します。今から楽しみです！



年少 クッキング 野菜たっぷりクリームシチュー
年少さんはお部屋の前で育てた菜の花や畑の白菜、ジャガイモなどを使ってシチューを作

りました。野菜を収穫し、ちぎったり、ナイフで野菜を切ったりして材料が整うと、五右

衛門鍋で煮ました。最後に菜の花の黄色い花びらを散らして春色のシチューの完成！

年中 クッキング たっぷり野菜のやきそば
年中さんは畑の野菜を使って焼きそばを作りました。ブロッコリー、ノラボウ、キャベツ

ニンジンなどを切って、野菜たくさんの焼きそばをいただきました。

年長 七国小学校訪問
年長さんは七国小学校に出かけて一年生と交流をしました。一年生が「ようこそ祭り」を

企画して下さり、沢山のコーナーを巡りながら手作り遊びを楽しみました。わからないと

ころもお兄さんお姉さんが優しく教えて下さり、小学校を身近に感じるようになりました。

年長 卒園制作
年長さんは、陶芸粘土で「自分の顔」を作りました。個性豊かなお顔ができあがりました。

乾燥させ、陶芸の先生の窯で焼いているところです。完成したらエントランスに一年間飾

り、そして一年後の同窓会に持ち帰ります。

年長 基地作り
年長さんはコナラ爺さんの周りや森の広場で、この時期恒例の基

地作りを楽しんでいます。友だちや先生と相談し合いながら、工

夫をして基地以外にも様々なスペースができあがってきました。

八王子市フットサル大会
サッカークラブが、八王子市フットサル大会に参加し大健闘しました。年長の１チームは

優勝しました。勝っても負けても、最後まで一生懸命諦めずにボールを追いかける姿勢に、

大きな成長を感じました。よくがんばりました！


